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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの相互接続重合区域を含む気相重合反応器内で行う少なくとも１つの重
合工程を含む、５００ＭＰａより低い曲げ弾性率、９％より高い全エチレン含量、及び２
０％より高い室温におけるキシレン可溶フラクションを有するプロピレンコポリマー組成
物の製造方法であって、キシレン可溶フラクションの少なくとも３０重量％が、少なくと
も２つの相互接続重合区域を含む気相重合反応器内で行う重合工程において製造されるこ
とを特徴とする上記方法。
【請求項２】
　キシレン可溶フラクションの少なくとも５０重量％が、少なくとも２つの相互接続重合
区域を含む気相重合反応器内で行う重合工程において製造される、請求項１に記載の製造
方法。
【請求項３】
　プロピレンコポリマー組成物が１０％より高いエチレン含量を有する、請求項１または
２に記載の方法。
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